
申込〆切 11月25日（水）

　2011 年 3月の東日本大震災・福
島第一原発事故から早くも 9年半が
経過し、まもなく 10年を迎えよう
としています。 千年に一度といわれ
た大地震、人類史上未曽有の原子力
災害によって地域と住民が分断され、
人々のアイデンティティーの核とな
る地域の歴史と文化が断絶・消滅の
危機にさらされる中、ふくしまの人々
は 県外から多くの支援を得て、 地域
の歴史や震災・原発事故の記録・記
憶を遺し、伝え、活かそうとする取
り組みを続け、議論を重ねてきまし
た。その成果の一つがアーカイブ施
設というかたちで結実しつつありま
す。 
　本フォーラムは、関係するお三方
を報告者にお招きし、それぞれの問
題意識とこれまでのあゆみ、現状と
これからの課題などをお話しいただ
きます。あわせて、東日本大震災か
らの歴史資料保全活動を 2019 年の
令和元年東日本台風と関わらせるこ
とで、各地の史料ネット活動、地域
連携活動をもとにした災害時・日常
時の史料保全活動のあり方について
も検討します。多くの皆様のご参加
と忌憚のないご意見、ご教示を賜れ
ましたら幸甚です。

2020 年

11月29日（日）
13：00～17：00

オンライン開催
（Zoom利用）

要事前申込　定員 300人

  報告 1　 門馬　健　　福島県富岡町役場
　　　　　富岡をアーカイブする事業～これまでとこれからと～
  報告 2　 喜浦　遊　    福島県大熊町役場
　　　　　伝える責任－立地／被災自治体職員の立場から
  報告 3　 瀬戸　真之　　東日本大震災・原子力災害伝承館
　　　　　東日本大震災・原子力災害伝承館とその資料収集・保全活動
  報告 4　 阿部　浩一　　福島大学
　　　　　東日本大震災から令和元年東日本台風へ－福島における資料保全活動の 10年－
 コメント  白井　哲哉　　筑波大学
　　　　　福島から発信する災害アーカイブ施設の使命と機能
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主催：科学研究費助成事業特別推進研究「地域
歴史資料学を基軸とした災害列島における
地域存続のための地域歴史資料学の創成」
（研究代表者：奥村弘）研究グループ

共催：ふくしま歴史資料保存ネットワーク

〈お問い合わせ〉
神戸大学大学院人文学研究科
（担当：加藤）
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1
e-mail:kato-akie@people.kobe-u.ac.jp
TEL:078-803-5566
https://rhcr.info

お申し込みはこちらのフォーム
からお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　https://forms.gle/A8FiMibev77nE
Xwx6
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写真：（右から）市民と学生による被災資料整理作業、大熊町のマスコットの町内看板（津波に見
舞われた地域に立っていたとみられる）、富岡町における被災資料救出活動、被災したポスト。


